












1935年 7月 30日の法律デクレによって、ワイン生産の管理・統制を特徴とする AOC（原産
地統制呼称 Appellation d'Origine controlée）体制と、その管理運営組織である現 INAO（Institut 





















































































た 19。補糖の実践例としては、たとえばヴェルニェット =ラモット伯が 1846年に報告したとこ
ろによれば、アルコール度数を 1°上昇させるために、1ピエス［筆者注：1 pièce＝ 228ℓ］あた




























































































ついで 1907年 9月 3日デクレでは、新鮮葡萄原料の使用義務がさらに厳格化され、「新鮮葡
萄果ないし新鮮葡萄果汁の発酵にかぎる exclusivement de la fermentation du raisin frais ou du jus de 
raisin frais」こととされた 38。いいかえれば、それは「新鮮」つまり収穫直後の葡萄を使用すべき
ことを明示したといえ、その対極におかれたのは当時ふつうに実践されていた干し葡萄の使用で
あったと考えられる 39。ところで、直前に成立した 1907年 6月 29日法の第 4条では「人工ワイン」
の表現が明示化され、禁じられた。ここで葡萄原料に着目すれば、「新鮮葡萄果」と「新鮮葡萄果汁」
の対極に干し葡萄が位置づけられたのであり、まさにこの後者こそが「人工ワイン」を象徴する






















えたばあいというように具体的に提示する（同法第 7条）。さらに 1891年 7月 11日法はこの方
向性をおしすすめ、「何らかの着色物質の使用による着色」を偽造と規定するとともに、硫酸や
硝酸などの添加を禁じ、塩化ナトリウム添加は 1g/ℓまで、「石膏添加ワイン vins plâtrés」のため
の硫酸カリウムないし硫酸ナトリウムの添加は 2g/ℓまでとする制限を付した 43。これにくわえ
1907年 6月 29日法が、ムイヤージュを禁ずるとともに、砂糖利用の制限を規定した 44。



































3.1　画期としての 1907年両法令と 1908年法 ―「生産圏」観念の登場―














正によれば、「生産物にかかる出所の呼称 appellation de provenance」のための地域設定は「継続







































最終的に 1911年 2月に大統領宛報告書が提出されるにいたった 52。





















なかったし、それこそが次にみる 1927年 7月 22日法によって示された（あくまでも暫定的な）
解決法であったと考えられる。





ようとする最初の試みが 1927年 7月 22日法であったといえる。
同法第 3条では、原産地呼称の条件として「葡萄品種」と「生産圏 aire de production」が併
記された。後者の「生産圏」とは、「呼称ワインの生産に適する・・・コミュン communes ... 
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